
      

最
終
回
は
、
今
年
７
月
に
新
聞
や
テ
レ

ビ
で
国
の
登
録
文
化
財
に
な
る
こ
と
が
報

道
さ
れ
た
「
梅
林
寺
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
」
を

紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
歴

史
遺
産
に
比
べ
て
新
し
く
、
昭
和
３
３
年

（
１
９
５
８
）
建
設
で
す
が
、
そ
の
き
っ

か
け
は
有
馬
豊
氏
（
と
よ
う
じ
）
の
久
留

米
入
城
の
歴
史
に
も
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。 

 

話
し
手
の
神
保
さ
ん
（
久
留
米
市
文
化

財
保
護
課
）
は
、「
第
２
回
有
馬
家
墓
所
」

以
来
、
２
回
目
の
登
場
で
す
。
こ
の
度
の

文
化
財
登
録
も
担
当
し
て
き
ま
し
た
。 

 

Ｑ
．
建
設
の
き
っ
か
け
は
？ 

（
神
保
） 

梅
林
寺
の
開
山
・
禹
門
玄
級

（
う
も
ん
げ
ん
き
ゅ
う
）
禅
師
の
３
５
０

年
遠
忌
（
お
ん
き
）
記
念
事
業
で
す
。
禹

門
玄
級
は
、
丹
波
福
知
山
を
治
め
て
い
た

豊
氏
に
招
か
れ
、
瑞
巌
寺
（
ず
い
が
ん
じ
）

を
開
き
ま
し
た
。
そ
の
瑞
巌
寺
が
４
０
０

年
前
、
豊
氏
の
久
留
米
入
城
に
伴
い
現
在

地
に
移
転
、梅
林
寺
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。 

Ｑ
．
記
念
事
業
と
は
？ 

（
神
保
） 

昭
和
３
０
年
当
時
、
梅
林
寺

第
１
７
世
玄
照
東
瀏
（
げ
ん
し
ょ
う
と
う

り
ゅ
う
）
は
、
遠
忌
に
か
か
る
境
内
の
修

繕
等
を
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
（
株
）
の

創
業
者
・
石
橋
正
二
郎
に
相
談
し
ま
し
た
。

す
る
と
正
二
郎
は
、
戦
後
の
新
た
な
時
代

を
迎
え
て
、
変
化
し
て
い
く
地
域
社
会
と

梅
林
寺
と
の
間
に
、
新
た
な
接
点
を
築
く

こ
と
の
重
要
性
を
説
き
ま
し
た
。 

正
二
郎
の
構
想
、
玄
照
東
瀏
の
英
断
、

檀
家
信
徒
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
、
墓
地

の
一
部
を
外
苑
と
し
て
整
備
し
、
昭
和
３

３
年
に
一
般
公
開
し
ま
し
た
。
以
来
、
四

季
折
々
の
彩
り
を
楽
し
み
に
、
多
く
の

人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。 

 

Ｑ
．
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
と
は
？ 

（
神
保
） 

外
苑
整
備
の
一
環
と
し
て
昭

和
３
３
年
に
竣
工
し
た
茶
店
で
す
。
設
計

は
、
瀬
下
町
出
身
の
菊
竹
清
訓
（
き
よ
の

り
）
で
す
。
石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー
や
九
州

国
立
博
物
館
の
設
計
も
行
い
ま
し
た
。
県

内
に
残
る
菊
竹
の
建
築
作
品
で
、
竣
工
時

の
姿
を
留
め
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
梅

林
寺
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
が
最
古
で
す
。 

 

Ｑ
．
見
ど
こ
ろ
知
り
ど
こ
ろ
は
？ 

（
神
保
） 

柱
と
壁
で
す
。
柱
は
建
物
の

両
端
中
央
に
そ
れ
ぞ
れ
１
本
ず
つ
棟
持
ち

柱
が
建
て
ら
れ
、
建
物
中
央
に
は
壁
柱
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
棟
持
ち
柱
と

壁
柱
だ
け
で
屋
根
を
支
え
る
特
殊
な
構
造

で
、
横
か
ら
見
る
と
ヤ
ジ
ロ
ベ
エ
の
よ
う

に
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。 

梅
園
側
の
外
壁
は
、
高
さ
を
低
く
抑
え
た

腰
壁
上
に
ガ
ラ
ス
窓
を
一
面
に
は
め
込
み
、

開
け
た
視
界
を
確
保
し
て
い
ま
す（
図
２
）。 

                

そ
こ
か
ら
の
視
線
は
、梅
園
か
ら
筑
後
川
、

遠
く
背
振
山
地
ま
で
伸
び
て
い
き
ま
す
。

眺
め
を
遮
る
柱
や
壁
を
無
く
す
デ
ザ
イ
ン

で
、
室
内
外
が
連
続
す
る
開
放
的
な
空
間

を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
建

物
は
筑
後
川
の
方
を
向
き
、
漕
ぎ
出
す
船

の
よ
う
に
見
え
る
の
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。 

           

梅
林
寺
は
、
大
名
の
菩
提
を
弔
う
霊
域

で
あ
り
、
九
州
一
の
修
行
道
場
と
し
て
も

有
名
で
す
が
、
外
苑
の
整
備
に
よ
っ
て
地

域
に
開
か
れ
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
寺
院

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
梅
林
寺

テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
は
そ
の
こ
と
を
象
徴
す
る

建
物
と
し
て
、
今
も
来
訪
者
を
迎
え
て
く

れ
ま
す
。 

（
聞
き
手 

市
文
化
財
保
護
課 

穴
井
） 

久
留
米
入
城
４
０
０
年
記
念 

 
京
町
校
区
の
見
ど
こ
ろ
知
り
ど
こ
ろ 

 

第
８
回 

梅
林
寺
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス 

【図１ 梅林寺ティーハウスの屋根を支える仕組み】 

【図２ 開放的な空間を作り出す 

ガラスウォール】 


